
指定性能評価機関のグレ ード （        H       M         R  ） 以上の工場と する 。

・ 単位荷重

（ 　 ） 内は他の短期荷重と 組合せる 場合

地　 震主架構 備　 　 　 　 考

架　 　 　 構　 　 　 形　 　 　 式

土質柱状図

９ ） 設計用地耐力

基礎形式場　 　 所 基礎深さ （ m）

８ ） 鉄骨製作工場

種　 　 　 　 別

キュ ービ ク ル

緑　 　 　 　 　 化

室　 　 外　 　 機

７ ） 特殊荷重

重量　 　 　 数

短　 期長　 期

設計地耐力（ kN/m ）
備　 　 　 考

備　 　 　 　 考

注記ある 場合以外　 　 印の項目を適用する 。

・ 垂直積雪量

・ 設計用積雪荷重

５ ） 積雪荷重

６ ） 積載荷重

室　 　 　 名

・ 区　 　 域

小　 梁床

長期　 　 　 　 　 　 N/m　 、 　 短期　 　 　 　 　 N/m　 　 （ 　 　 　 　 　 　 N/m　 ）

２ ） 地震荷重

３ ） 土圧及び水圧

・ 標準せん断力係数（ 一次設計用）

・ 振動特性係数　 　 Rt= 1. 0

・ 土圧係数　 　 KA=　 　 　 　 　 地下外壁　 KN=

４ ） 風荷重

・ 地下水位　 　 GL-　 　 m

・ 地域係数　 　 Z= 0. 9

方　 　 向

構造設計条件

Ｘ 方向

Ｙ 方向

計算ルート γ

外　 　 　 壁

基　 　 　 礎

１ 階床性能

地　 　 　 業

構造種別

建築物の構造概要

部　 　 　 位

屋　 　 　 根

構造概要書・ 構造特記仕様書（ １ ）

床

折板

一般地域

１ ） 計算ルート 、 地震時層間変形角の制限値γ、 架構形式

構　 　 　 造　 　 　 種　 　 　 別

合成スラ ブ

・ 地盤種別　 　 第　 2　 種

N/cm/m

・ Vo = 　 　 　    m/sec

・ 地表面粗度区分　 =　 Ⅲ

cm

（ N/m　 ）

部　 　 　 　 　 　 位

・ 締固めは、 ラ ン マー3回突き 、 振動コ ン パク タ ー2回締め又は振動ロ ーラ ー締め程度と し 、

地業工事

地 業 内 容

・ 圧接工： 公益社団法人　 日本鉄筋継手協会の資格証明書を 提出の事

厚さ
備　 　 考

・ 粗骨材の種類・ 最大寸法　 　 （ 　 　 　 砕石　 20、 　 　 　 　 砂利　 25　 　 ）

・ 寒中コ ン ク リ ート の適用期間　 　 ※（ １ ） 、 （ ２ ） のいずれかに該当する 期間を 基準と する 。

・ 計画供用期間の級：

・ セメ ン ト の種類　 　 　 　 （ 　 　 　 普通ポルト ラ ン ド セメ ン ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

使　 用　 箇　 所

短期（ 18） 標準（ 24） 長期（ 30）

・ 圧接部抜取り 試験： 同作業班が同一日に施工し た圧接箇所ご と （ 200箇所を 越える
時は200箇所ご と ） を 、 １ 検査ロ ッ ト と する 。

・ せき 板の材料　 　 （ 　 　 合板、 　 　 　 メ ッ シ ュ 型枠　 　 　 　 鋼製型枠）

（ mm）

表　 示材料種別採用 備　 　 　 　 考

備　 　 　 　 考使　 用　 箇　 所継手種別採用

建設地：

（ 増築予定　 　 　 無　 　 　 有）

デッ キプ レ ート 木製床パネル

サイ ディ ン グ

複層断熱パネル（ 渡り 廊下A）

角波鉄板 Ａ Ｌ Ｃ 版

S RC SRC

直接基礎

杭基礎

砕石 再生砕石 割り 石 砂利

土間コ ン ク リ ート （  t=        　 　   ）

カ ッ タ ー目地　 　 　 有り 　 　 　 無し

構造スラ ブ（ t=180， 200）

フ ォ ーク 走行の考慮　 　 　 有り 　 　 　 無し

地中梁と 土間の間のコ ン ク リ ート 　 　 　 有り 　 　 　 無し

ラ ーメ ン ブレ ース

ラ ーメ ン ブレ ース

多雪地域

高　 架　 水　 槽

別紙参照（ 標準貫入試験報告書）

標準貫入試験 スウ ェ ーデン 式サウ ン ディ ン グ試験

　 　 　 　 年　  　 月　 　 日

鉄筋工事

地盤改良 （ 　 　 深層混合処理工法　 　 　 浅層混合処理工法　 ）

地中梁と 土間の間の差し 筋　 　  　 　 　 有り 　 　 　 無し

・ 練り 混ぜ水　 　 　  （ 　 　 上水道水　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 工業用水　    ）

・ 単位水量　        (      185kg/m　 以下、     175kg/m　  )  以下を標準と する 。
3 3

・ 水セメ ン ト 比は、 ポルト ラ ン ド セメ ン ト の場合、 65パーセン ト 以下を 標準と する 。

圧接部引張試験＝３ 本以上/検査ロ ッ ト

超音波探傷試験＝３ 0箇所以上/検査ロ ッ ト

平板載荷試験

・ 塩化物イ オン 量： 　 0. 3kg/m　 以下3

  (   )内数値は、 耐久設計基準強度： Fd （ N/mm　 ） を 示す。2

2

222

2

2

・ 単位セメ ン ト 量　 270kg/m　 以上を 標準と する 。3

上記以外の工場と する 。

SD345 D19以上（ JI S　 G　 3112）

ルーフ デッ キ

・ 重要度係数　 　 I =

・ 厚さ が300mmを 超える と き は、 300mmご と に締固めを行う 。

緩み、 ばら つき 等がないよ う に、 十分締固める 。

地下水

（ 　 　 独立　 　 　 　 連続　 　 　 　 　 べた　 　 　 　 　 複合）

（ 　 　 鋼管　 　 　 　 Ｐ HＣ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他（ 　 　 　 　 ）

地業杭 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） その他（ 　 　 　 　 ）

    Ｃ o= 0. 3

（ 1階床を除く ）

木製床パネル(渡り 廊下A）

・ せき 板の存置期間

コ ン ク リ ート の材齢によ り 、 又はコ ン ク リ ート の圧縮強度によ り 定めら れた最小存置期間の
のち に取り 外し を 行う 。 なお、 圧縮強度によ り 定める 場合は、 コ ン ク リ ート の試験結果及び

早強ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

Ａ 種　 　 　 　 　Ａ 種　 　 　 　 　期

3

8

5

の
材

齢
（

日
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

コ ン ク リ ート の
圧縮強度

0℃以上

１ ５ ℃以上

温
気
均

の
間

3

５ . ０ Ｎ ／ｍｍ

5

2

2

原則と し て、

シ リ カ セメ ン ト

ラ ン ド セメ ン ト
普通ポルト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

基礎、 はり 側、 柱、 壁

早強ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

セ
メ

ン
ト

置
存

の
種

類

平

種類
部位

普通ポルト 　 　

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

シ リ カ セメ ン ト

ラ ン ド セメ ン ト

スラ ブ下、 はり 下

ラ ン ド セメ ン ト
早強ポルト 　 　

せ　 き 　 板

Ａ 種　 　 　 　 　Ａ 種　 　 　 　 　

設計基準強度の

2512

８ ５ ％

15 28

8 17

28

１ ０ ０ ％

28

シリ カ セメ ン ト
Ａ 種　 　 　 　 　

28

普通ポルト 　 　
ラ ン ド セメ ン ト

高炉セメ ン ト 　
Ａ 種　 　 　 　 　

シ リ カ セメ ン ト

支　 　 　 柱

スラ ブ下

高炉セメ ン ト 　

ラ ン ド セメ ン ト
普通ポルト 　 　

ラ ン ド セメ ン ト
早強ポルト 　 　

はり 下

又は12Ｎ ／ｍｍ
2

５ ℃以上

支柱を 外し たのち に取り 外す。

安全確認する ための資料によ り 、 監督職員の承諾を 受ける 。

かつ、 施工中の荷重及び外力について、
構造計算によ り 安全である こ と が確認さ
れる ま で。

SD295 D16以下（ JI S　 G　 3112）

重　 ね　 継　 手

ガ　 ス　 圧　 接

D16以下 （ 特記なき 限り ）

D19以上 （ 特記なき 限り ）

・ 杭の先端深さ は地盤状況など に応じ て変更する こ と がある 。

・ 地盤改良に関する セメ ン ト 系固化材は、 六価ク ロ ム溶出量低減型固化材を使用する 。
また、 六価ク ロ ム溶出試験を実施し 、 六価ク ロ ム溶出量が環境基準値以下である こ と を

杭工事

確認する こ と 。

杭 種　 類別種

3

1

2

体積重量
気乾単位

強度 Fc
の種類

強度 Fm
（ N/mm ）

設計基準
ｺﾝｸﾘｰﾄ

調合管理
空気量スラ ン プ
所　 要所　 要

・ 試験杭の位置等は設計図書又は工事監理者の指示によ る 。
・ 場所打ち コ ン ク リ ート 杭の材料はコ ン ク リ ート 工事　 、 鉄筋工事の項によ る 。

・ 根固め液及び杭周固定液の管理試験は、 試験杭本毎に1回、 本杭20本毎に1回と する 。

（ %）（ ｋ Ｎ /m ）3 （ cm）

コ ン ク リ ート 工事

使　 　 用　 　 箇　 　 所
2（ N/mm ）2

改良天端（ ｍ）

地盤改良工事

改良径（ mm） 先端深さ （ ｍ） 備　 　 考
設計杭支持力（ kN/m ）

短　 期長　 期

設計基準強度

（ 継手ない場合は、 本杭30本毎に1回と する ）

Fm=max( Fc ,  Fd) +mSn mSn： 構造体強度補正値

（ kN/m  ）2

エレ ベータ ー

フ ォ ーク リ フ ト

デッ キ構造スラ ブ

合成スラ ブ デッ キ構造スラ ブ
ク レ ーン

※ AW検定有資格者の必要性（ 　 　 　 有　 　 　 無　 ）

※再生砕石使用（ 　 　 　 可　 　 　 不可　 ）

工　 法 備　 考

混和剤

（ １ ） 打込み日を 含む旬の日平均気温が４ ℃以下の期間

（ ２ ） コ ン ク リ ート 打込み後91日までの積算温度Ｍ　  が840°D・ Dを 下回る 期間91

混和材

・ 積雪後の降雨も 考慮し た積雪荷重 対象 対象外短期　 　 　 　 　 N/m2

・ アルカ リ 総量    ： 　 3. 0kg/m　 以下3

・ コ ン ク リ ート の強度試験

　 試験の目的に応じ た１ 回の試験、 供試体の養生方法およ び材齢は下表によ る 。

・ 湿潤養生

　 　 打ち 込み後のコ ン ク リ ート は、 透水性の小さ いせき 板によ る 被覆、 養生マッ ト 又は水密シ ート
　 　 によ る 被覆、 散水又は噴霧、 脱養生剤の塗布等によ り 湿潤養生を行う 。 その期間は、
　 　 ５ 日以上と する 。 （ 早強ポルト ラ ン ド セメ ン ト の場合は、 ３ 日以上）

4

5

6

　 　 　 ・ JI S A 5308 付属書Cに適合する も のと する こ と 。

・ 構造体コ ン ク リ ート 強度の判定

供試体の養生方法
判定基準

試験材齢

標準養生 ２ ８ 日 X ≧ max(Fc ,  Fd)  ＋ mSn

平均気温※が２ ０ ℃以上の場合

現場水中養生 ２ ８ 日
X ≧ max( Fc ,  Fd)  ＋ mSn

平均気温※が２ ０ ℃未満の場合
X ≧ max( Fc ,  Fd)  ＋ 3   

封かん養生 ２ ８ 日を超え９ １ 日以内 X ≧ max( Fc ,  Fd)  ＋ 3

1

2

3

4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ 　 　 回収水（ 上澄水のみ） 　 　 　 　 　                             　     ）

河川水

　 　 　 ・ スラ ッ ジ水は原則と し て使用し ないこ と 。 使用する 場合は、 監理者と 協議の上決定する

・ 生コ ン ク リ ート 製造工場が第三者によ る JI S Q 1011によ る 適合性認証を 有し
　 JI S A 5308の規定を満足する  　 コ ン ク リ ート を 信頼性に基づいて製造する 品質
　 管理体制を 構築し ている 事。  

膨張材を添加する 場合の注意事項

・ 製造さ れる 生コ ン ク リ ート は、 JI S A 5308によ る ｢JI Sマーク ｣の表示製品に準拠し た
　 材料を用いて製造さ れる 事。  

　 信頼性を確保し た製造時の添加方法が管理さ れる 事。  
・ 添加する 膨張材は、 JI S A 5308に記載さ れたJI S A 6202の規格によ る 材料を

・ 調合計画時に試し 練り を 行い、 計画スラ ン プ 、 計画空気量、 コ ン ク リ ート 温度、
　 塩化物量、 単位容積質量及び材齢28日の圧縮強度を 確認する 事。  

※上記全てを満足する 場合、 法第37条の規定に「 適合」 する も のと し て扱う 。  

・ 膨張材を添加する 場合は公共建築工事標準仕様書6. 2. 1における Ⅱ類に
　 該当さ せる こ と 。  

本特記仕様書に記載なき コ ン ク リ ート 工事については、  「 公共建築工事標準

仕様書　 平成31年版」  およ び 「 JI S A 5308-2019(ﾚﾃ゙ ｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ） 」  を

参照の上、 工事管理者と 工事監理者と の協議によ り 決定する 。

基礎 普通 21 21+mSn 23 15 4. 5 AE減水剤

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 普通 21 23 15 4. 5 AE減水剤

        こ と を 前提と し 、 JI Sに適合する こ と を 確認する だけでなく 、 濃度およ び測定器具の管理
        記録の確認を 行う など 、 品質の確保を 徹底する こ と 。

（ X： 3個の供試体の圧縮強度の平均値）

　 　 ※平均気温： 直射日光が当たら ない屋外に水槽を 設置し 、 試験体を 浸漬し 、 水槽内の最高
　 　 　  　 　 　 　 　 　   およ び最低の温度を毎日測定し 、 養生期間中の全測定値を平均し たも の

※

　 　 ※せき 板の存置期間をコ ン ク リ ート の圧縮強度確認によ り 行う 場合は、 現場水中養生または
　 　 　  封かん養生と する 。

試験の目的 調合管理強度の判定 型枠取り 外し 構造体コ ン ク リ ート 強度の判定

打込み日ご と 、 打込み

し た単位ご と に行う 。    

工区ご と 、 かつ、 150＊

いかにほぼ均等に分割
頻度

供試体の

個数　 　  

１ 台の運搬車から 採取

し た試料で同時に３ 個

の供試体を 作製する 。

供試体の

作製方法

適切な間隔をあけた３ 台の運搬車から 、 それぞれの試料を採取

し 、 １ 台につき１ 個（ 合計３ 個） の供試体を作製する 。 　 　 　 　 　 　  

１

回

の

試

験

養生方法 標準養生

工事現場にお

ける 水中養生

又は封かん養生

工事現場に

おける 水中養生

工事現場に

おける 封かん養生

標準養生

３

材齢 ２ ８ 日
必要に応じ て

定める 。 　 　   
２ ８ 日

28日 及び28日を

超え 91日以内
２ ８ 日

打込み日ご と 、 打込み工区ご と 、 かつ、 　 　

150＊以下に ほぼ均等に 分割し た単位ご と

に行う 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

必要に応じ て

定める 。 　 　   

時期の決定

１ . 構造体コ ン ク リ ート

2. その他ｺﾝｸﾘｰﾄ

体積重量
気乾単位

の種類
呼び強度ｺﾝｸﾘｰﾄ

空気量スラ ン プ
所　 要所　 要

（ %）（ ｋ Ｎ /m ）3 （ cm）
使　 　 用　 　 箇　 　 所

（ N/mm ）2
混和剤 混和材

「 コ ン ク リ ート の品質管理指針・ 同解説」 （ 日本建築学会） よ り

新潟県見附市月見台1丁目10-75

1-2

1-2

6300

210 30

30

00屋　 根 0

D16以下

180, 150

基礎下・ ピ ッ ト 下 50捨てコ ン

基礎下・ 土間下・ ピ ッ ト 下・ 地中梁下 100砕石

GL-0. 55GL-8. 00φ600 200

1. 25

4410 2205

KS
N.S

1

構造概要書・構造特記仕様書（１）

名木野小学校長寿命化改良工事

DGコ ラ ム

0

基礎下・ 地中梁下 100捨てコ ン

校舎棟

渡り 廊下B

D19以上

基礎･地中梁・ スラ ブ

基礎･地中梁

基礎･地中梁・ スラ ブ

基礎･地中梁

金属サイ ディ ン グ（ 校舎棟, 渡り 廊下B)

基礎 Ｒ Ｃ 布基礎 GL-0. 5～GL-0. 975 100 200

1000 100

GL-0. 93GL-8. 00φ600 2001000 100

GL-0. 42GL-8. 00 _1000 8

GL-0. 93GL-8. 00 _1000 8

GL-1. 075GL-8. 00 2001000 100

φ500

φ500

φ500

架　 　 　 構　 　 　 形　 　 　 式方　 　 向

Ｘ 方向

Ｙ 方向

計算ルート γ

ラ ーメ ン ブレ ース

ラ ーメ ン ブレ ース

1-1

1-1

校舎棟

渡り 廊下B

2

基礎下

基礎下

土間下

土間下

基礎下

ガルバリ ウ ム鋼板+木造下地（ 渡り 廊下A）

木造（ 渡り 廊下A）

架　 　 　 構　 　 　 形　 　 　 式方　 　 向

Ｘ 方向

Ｙ 方向

計算ルート γ

ラ ーメ ン ブレ ース

ラ ーメ ン ブレ ース

1-1

1-1

渡り 廊下A

・ 重要度係数(渡り 廊下A） 　 　 I =1. 0

・ 単位荷重・ 垂直積雪量

・ 設計用積雪荷重 長期　 　 　 　 　 　 N/m　 、 　 短期　 　 　 　 　 N/m　 　 （ 　 　 　 　 　 　 N/m　 ）

cm　 （ 雪下ろ し によ り 低減）
222 4500

150 30

3150 1575

校舎棟・ 渡り 廊下B

渡り 廊下A

N/cm/m
2

（ 校舎棟・ 渡り 廊下B）

基礎（ 渡り 廊下A） Ｈ 形鋼基礎 30 60
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備　 　 　 考
現場

塗り 回数

ト ルシ ア形（ S10T）

配　 　 筋　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

施工条件

防錆方法

・ アン カ ーボルト SR235

使用法

・ デッ キプ レ ート

材料種別

Ｊ Ｉ Ｓ 系２ 種（ F10T）

合成スラ ブ

支保工無し

捨型枠

連続梁

構造床

単純梁

防錆塗装亜鉛メ ッ キ

支保工有り

使　 用　 箇　 所 備　 　 　 考

ご し ら え
素　 地

塗　 　 　 　 料
工場

Ｃ 種 1JI S K 5621

鉄骨工事

一般部高力ボルト

中ボルト

溶接

・ 高力ボルト

溶融亜鉛メ ッ キ高力ボルト （ Ｆ ８ Ｔ ） 　 ※施工技術者資格必要

・ 接合部の構造形式 （ 　 　 摩擦接合　 　 　 　   引張接合）

（ 　 　 工場溶接　 　 　 　 現場溶接）

SS400 SNR400B

・ スタ ッ ド ボルト JI S B 1198「 頭付き スタ ッ ド 」 によ る 。

防錆塗装

使　 用　 箇　 所

　 国交省告示1464号の基準を厳守する 事。
・ 完全溶込み溶接部の食い違い及び仕口のズレ 、 アン ダ－カ ッ ト については、

第三者機関社内

完全溶込み

検 査 率 又 は 検 査 数
検査内容

 接合部の検査（ 検査結果は後日工事監理者に報告する こ と ）

検査対象

超音波探傷試験

・ 現場溶接部、 高力ボルト 接合部、 ボルト 類など は現場タ ッ チアッ プ を 行う 。

備　 　 考

％

隅肉溶接部
溶接部外観目視検査

SNR490B

・ 耐火被覆を施す部分は原則と し て錆止め塗装をし ない。

（ 　 　 4. 8　 　 　 6. 8　 　 　 10. 9）強度区分

屋　 外　 部

採用

JI S K 5674　 （ １ 種） Ｃ 種 2

％

％ ％

％ ％

％ ％

その他

建築設備 （ 令第129条の2の3の事項）

建築物に設ける 建築設備にあっ ては、 構造耐力上安全なも のと し て以下の構造方法によ る 。

建築設備（ 昇降機を 除く ） 、 建築設備の支持構造部及び緊結金物で腐食又は腐朽のおそれ

がある も のには、 有効なさ び止め又は防腐のための措置を講ずる こ と 。

屋上から 突出する 水槽、 煙突、 冷却塔その他こ れら に類する も のは、 支持構造部又は建築物

の構造耐力上主要な部分に、 支持構造部は、 建築物の構造耐力上主要な部分に、 緊結する

煙突は、

煙突の屋上突出部の高さ は、 れんが造、 石造、 コ ン ク リ ート ブロ ッ ク 造又は無筋コ ン ク リ ート 造

の場合は鉄製の支枠を設けたも のを除き 、 90cm以下と する こ と 。

煙突で 屋内にある 部分は、 鉄筋に対する コ ン ク リ ート のかぶり 厚さ を 5cm以上と し た鉄筋コ ン

ク リ ート 造又は厚さ が25cm以上の無筋コ ン ク リ ート 造、 れんが造、 石造若し く はコ ン ク リ ート

建築物に設ける 給水、 排水その他の配管設備は、

風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造

建築物の部分を貫通し て配管する 場合においては、 当該貫通部分に配管スリ ーブを設け

管の伸縮その他の変形によ り 当該管に損傷が生ずる おそれがある 場合において、 伸縮継手

又は可撓継手を設ける 等有効な損傷防止のための措置を講ずる こ と 。

管を 支持し 、 又は固定する 場合においては、 つり 金物又は防振ゴ ムを 用いる 等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を 講ずる こ と 。

Ｃ 種 1JI S K 5621

Ｃ 種 2

JI S H 8641 Ｃ 種

ブレ ース接合部高力ボルト （ 　 　 摩擦接合　 　 　 　 　 支圧接合）

注1

ただし 、 現場溶接部は、 全数検査
注1： AOQL 4％ 第6水準

（ 　 　 JI Sブレ ース　 　 　 　 その他）

・ スカ ラ ッ プ 改良ｽｶﾗｯﾌ゚ 工法 ノ ン ｽｶﾗｯﾌ゚ 工法

溶接部

JI S K 5674　 （ １ 種）

屋　 内　 部

法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける 屋上から 突出する 水槽、 煙突その他

こ れら に類する も のにあっ ては、 建設省告示1389号によ り 、 風圧並びに地震その他の震動

溶融亜鉛メ ッ キ

100

100 ー

・

・

・

こ と 。

・

・

・

ブロ ッ ク 造と する こ と 。

・

・

と する こ と 。

・

る 等有効な管の損傷防止のための措置を講ずる こ と 。

・

・

・

及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと する こ と 。

構造概要書・ 構造特記仕様書（ ２ ）

部材リ スト によ る

屋　 外　 部

KS
N.S

2

構造概要書・構造特記仕様書（２）

名木野小学校長寿命化改良工事

（ I Sベース）

設計GL

杭頭

5
5
0

7
4
5
0

8
0
0
0

杭先端
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

（ａ）一般事項
０．０

共通事項
（１）本配筋標準図は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事

　　標準仕様書（平成　　 19年版　　 　31年版）

（２）表示事項に不一致がある場合の優先順位は下記のとおりとする。

１．特記仕様書　　２．構造図　　３．構造配筋標準図

４．建築工事標準仕様書（平成31年版）

鉄筋の断面表示は下記の記号による。

丸 鋼

異 形

記 号

９φ １３φ １６φ １９φ ２２φ ２５φ ２８φ ３２φ

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

○フックの表示

○異形鉄筋の継手表示

○異形鉄筋の余長表示

○圧接継手の表示 ●

０．１

一般事項

（ａ）鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

（１）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

　　場合。（図０．１．１(ａ)の●印で示す鉄筋）

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。

　　（図０．１．１(ｂ)の●印で示す鉄筋）ただし、基礎梁を除く。

● ●

● ●

● ● ●●

●

図０．１．１　フックつき鉄筋の位置

(ｂ)(ａ)

梁柱

（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

（４）杭基礎のベース筋

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（ｂ）鉄筋の折り曲げは、表０．１．２による。

表０．１．２　鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ
角度

Ｄ１６

以下

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

Ｄ１９

～Ｄ３８

ＳＤ３９０

折曲げ図 使用箇所

１８０°

１３５°

９０°

（注）１．Ｄは、曲げ内法直径を示す。

　　　２．ｄは、呼び名に用いた数値を示す。

表０．１．３　鉄筋の重ね継手の長さ

ＳＤ２９５

ＳＤ３４５

Ｌ (フックなし)

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１

ＳＤ３９０

鉄筋の種類

表０．１．６　鉄筋の定着の長さ

ＳＤ３４５

Ｌ Ｌ 
Ｌ 

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１ ２

３

フックなし

４５ｄ ４０ｄ

４０ｄ ３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３５ｄ

５０ｄ ４０ｄ

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ ４０ｄ

４０ｄ

３５ｄ

ＳＤ３９０

２０ｄ
１５０ｍｍ

かつ
１０ｄ

以上

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

ＳＤ３４５

Ｌ Ｌ 
Ｌ 

小梁 スラブ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

１h ２h

３h

フックあり

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

２５ｄ ２０ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ＳＤ３９０

１０ｄ

強度
の設計基準
コンクリート

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
種類
鉄筋の

２

２５ｄ ２０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

３０ｄ ２５ｄ

２５ｄ ２０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３５ｄ ３０ｄ

３０ｄ ２５ｄ

－

Ｌ  (フックあり)１ｈ設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

２５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

４５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

５０ｄ

５０ｄ

３５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３５ｄ

３５ｄ

３０ｄ

（２）（１）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表０.１．３による。

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ  は、図０．１．４に示すようにフック

　　　　部分　を含まない。ｌ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（ｄ）鉄筋の定着は、次による。

Ｌ  １ｈ

ｌ

図０．１．４　フックありの場合の重ね継手の長さ

（３）隣り合う継手の位置は、表０．１．５による。但し、壁の場合及

１ １ｈ

　　びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

　　　なお、先組み工法で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場

　　合は、特記による。

表０．１．５　隣り合う継手の位置

継
ね
重

手

継
接
圧

手

フックあり
の場合

フックなし
の場合

－

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ  

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

ａ＝０．５Ｌ

Ｌ

ａ ａ
ａ≧０．５Ｌ

●

●

ａ ａ≧４００ｍｍ

圧接継手

（１）鉄筋の定着長さは、特記による。特記がなければ、表０.１．６

（注）１．Ｌ ,Ｌ  :２から４まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ

　　　　　　　　　 あり定着の長さ

　　　３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラ

１ １ｈ

　　　２．Ｌ ,Ｌ  :割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフック２ ２ｈ

　　　　　　　 ブ及びこれを受ける小梁は除く。

３

　　　４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

　　　５.フックあり定着の場合は、図０．１．７に示すようにフック部分　を含ま

　　　　ない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　６.軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ｌ

（２）定着の方法は、図０．１．７による。

　　　なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、表

　　０.１．６のフックあり定着の長さを確保できない場合、全長を表

　　０.１．６に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を８ｄ、仕口面か

　　ら鉄筋外面までの投影定着長さを表０．１．８に示す長さ(かつ、梁

　　主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３/４倍以上)を

　　のみ込ませる。

及び
１３５°

９０°

５ｄ以上３ｄ以上 ４ｄ以上

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

４ｄ以上

Ｄ１６以上の鉄筋
杭基礎のベース筋
柱、梁の主筋

Ｄ１３以下の鉄筋
スパイラル筋
あばら筋、帯筋、

ｄ

Ｄ

あばら筋
Ｔ型及びＬ型の梁の

１３５°９０°

幅止め筋

ｄ

Ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

４
ｄ

以
上

Ｄ

６
ｄ

以
上

（ｃ）鉄筋の重ね継手は、次による。

（１）柱および梁の主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記に

　　　なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

　　よる。特記がなければ、４０ｄ(軽量コンクリートの場合は５０ｄ)

　　と表０.１．３の重ね継手長さのうち大きい値とする。

ｌ

Ｌ  ,Ｌ  又はＬ  １h ２h ３h

Ｌ ,Ｌ 又はＬ  １ ３２

(イ)直線定着

フックあり

フックなし

柱内折曲げ定着の投影定着長さ
梁主筋の

Ｌ ａ
(ただし、柱せいの３/４倍以上)

Ｌ
余長

全長

※０．１．(ｄ)の長さを全長で確保する。

Ｌ

梁内折曲げ定着の投影定着長さ
小梁及びスラブの上端筋の

余長

Ｌ ｂ

全長

(ロ)折曲げ定着

図０．１．７　定着の方法

表０．１．８　投影定着長さ

ＳＤ３４５

Ｌ 

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

ａ

ＳＤ３９０

鉄筋の種類 Ｌ 設計基準強度
コンクリートの

Ｆｃ(Ｎ/ｍｍ )
２

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１８

２１

２４,２７

３０,３３,３６

２１

２４,２７

３０,３３,３６

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ａ

ｂ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１５ｄ

　　　　　　　（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

　　　２．Ｌ ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さｂ

　　　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

（３）溶接金網の継手及び定着は、図０．１．９による。

定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

鉄筋

１５０ｍｍ以上
１節半以上かつ

図０．１．９　溶接金網の継手及び定着

鉄筋

Ｌ ３ Ｌ １

Ｌ ２ Ｌ １

　　　なお、Ｌ　は表０．１．３に、Ｌ 及びＬ は表０．１．６による。２ ３

図０．１．１０　スパイラル筋の継手及び定着

１.５巻き以上の添巻

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

５０ｄ

ｄ

≧６ｄ
５

０
ｄ

ｄ

（柱頭又は柱脚部）
末端部

（重ね継手）
中間部

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図０．１．１０による。

（ｅ）鉄筋の組立ては、鉄筋の交差部及び継手部分の要所を径０.８ｍｍ
　　以上の鉄線で結束し、適切な位置にスぺーサー、うま、吊金物等を使
　　用して行う。

　　スラブのスぺーサーは原則としてコンクリート製又は鋼製とする。
　　また、鋼製のスペーサーは、最小被り厚さ部に防錆処理を行った

（ｆ）前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する

　　場合は、鉄筋の付け根で急に曲げることなく、できるだけ長い距離で

　　修正する。

（ｇ）設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができ

　　ない場合は、監督職員と協議する。

０．２

鉄筋のか

ぶり厚さ

及び間隔

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表０．２．１による。ただ

　　し、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚

　　さを径の１．５倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

表０．２．１　鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：ｍｍ）

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁、布基礎の立上り

スラブ、耐力壁

以外の壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

最小かぶり厚さ

２０

３０

３０

３０

３０

４０

４０

４０

６０

６０煙突等高熱を受ける部分

梁

柱

耐力壁

土に接し

構 造 部 分 の 種 別

ない部分

土に接す

る部分

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の

　　　　耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　　　捨てコンクリートの厚さを含まない。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　    また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しな

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに

　　１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図０.２.１により次の値のうち最大のもの以上と

　　する。ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の径（呼び名に用いた数値ｄ）の平均の１.５倍。
間隔

あきＤ Ｄ Ｄは、鉄筋の最外径

図０．２．１　鉄筋相互のあき及び間隔

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、

　　（ｄ）による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

０．３

鉄筋の

保護

（ａ）鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡す等の措置を

　　　講じ、直接鉄筋の上を歩かないようにする。

（ｂ）コンクリート打込みによる鉄筋の乱れを可能な限り少なくすると

　　　ともに、かぶり厚さ、鉄筋の位置及び間隔の保持に努める。

１．１

地中梁

（ａ）地中梁

（１）独立基礎（上載荷重の無い場合：土間等）

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

１５ｄ １５ｄ

Ｄ

Ｌ 以上 a

第１スターラップ

（２）独立基礎（上載荷重の有る場合：構造スラブ等）

Ｌ 以上

第１スターラップ

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

15ｄ 15ｄ

Ｄ

20ｄ 20ｄ

（３）布基礎・べた基礎

Ｌ ０

Ｌ /２０Ｌ /４０ Ｌ /４０

20ｄ

Ｄ

20ｄ

第１スターラップ

15ｄ 15ｄ

印内に継手中心部を設けること。ただし圧接の場合は、柱面

（地中小梁の場合は梁面）より５００以上はなすこと。

（ｂ）スターラップ

（１）スターラップの割付

・第１スターラップは柱型面に入れその

　間を設計ピッチ以下に割り付ける。

・スターラップの加工は下図による。

P〃P 〃〃〃〃〃〃〃

30

第１スターラップ

腹筋

（２）ハンチ補強筋

P〃P 〃〃〃〃〃

吊り上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋

又は同径のものを２本重ねたものとする。

（３）スターラップの形状（フックの位置は、原則として交互とする。）

6d
以

上

１ ２ 3

170以上

（４）補強筋

Ｄ＜６００

巾止め筋

腹筋

受筋

つり筋
600≦Ｄ＜900

不要

２-Ｄ１０（１段）
又は、２-Ｄ１３

900≦Ｄ＜1200
２-Ｄ１０（２段）
又は、２-Ｄ１３

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

Ｄ１０-＠１０００以内で割り付ける。

腹　筋

巾止め筋

つり筋
受　筋

4d以上

4d
以

上D

b

4d以
上

1200≦Ｄ＜1500 ２-Ｄ１３（３段）

　　　・鉄筋突合せ面の隙間が３mm以下で偏心、曲がりのない事を

θ
θ≧８０°

　注）・鉄筋径の差が７mmを超える場合は圧接を行ってはならない。

　　　　確認する。

d

2d

4d以上

2d

（ａ）片側溶接

10d以上

1
.
4
d
以
上

d

1.1d以上

（５）溶接継手（フレアグル－ブ溶接）

圧接面

d/4以下

d
/
5
以
下

5d以上

（ｂ）両側溶接

d

2d

4d以上

2d

d

３mm以下
（４）ガス圧接継手

圧接面

１ｈ

１ｈ

１ｈ １ｈ

Ｌ１ｈ Ｌ１ｈ

１

Ｌ１

Ｌ１ Ｌ１

１ １

100
Ｌ 以上a

L  を確保できない場合は、0.1(ｄ)(３)によることとする。＊ ２h

注記ある場合以外　 印の項目を適用する。

Ｄ10

最小間隔

表０．２．２　最小寸法

最小あき寸法呼び名

25 20 25 20

Ｄ13

Ｄ16

Ｄ19

Ｄ22

Ｄ25

Ｄ29

Ｄ32

43 36 32 25

46 39 32 25

50 43 32 25

53 50 32 29

58 58 33 33

66 66 38 38

77 77 44 44

84 84 48 48

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊ ＊

＊ ＊

＊印は粗骨材最大寸法によって決まる値を示す。

※右側タイプを推奨する

※右側タイプを推奨する

　　　なお、スぺーサーは転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、

　　ものとする。

重ね継手

１５０ｍｍ以上
１節半以上かつ

（４）布基礎（柱スパンが極端に短い軽量鉄骨の場合のみ）
継手長さは４０ｄと表０．１．３の継手長さの大きい方の値とし、

（注1）

（注1）

注1：片持小梁、片持ちスラブの下端筋を直線定着とする場合は
　　 ２５ｄ以上とする。

継手場所に制限は無いものとする。

　　【配指】）、2020年版　建築物の構造関係技術基準解説書　(以下

部分のあきを確保するため上下主筋の結束は禁止とする。＊

　　　５．段取筋についても、規定のかぶり厚さを確保する。　【DL】

第１スターラップは、柱コンクリート面に配置すること。＊

梁・柱・基礎梁・壁および地下外壁のスペーサーは側面に限り
プラスチック製でもよい。（ドーナツ型スペーサーは縦使いとする。）

　　及び、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造配筋指針・同解説2010「日本建築学会」(以下、

　　【黄本】）を参考とする。

１ｈ

　　　による。

１

　　　    い。

最外径

11

14

18

21

25

28

33

36

【配指】
2

Ｌ 以上2

Ｌ 以上 

Ｌ 以上

Ｌ 以上a

Ｌ 以上2

a

Ｌ 以上 a

2

Ｌ 以上

Ｌ 以上a

Ｌ 以上2

2

4
d
以
上

副あばら筋

4
d
以

上

　　なお、大和リース㈱にて定めたものは【DL】表記とする。

（2段筋の場合は５ｄ以下とする【DL】）

ｄ Ｄ

【DL】

注1 注1 注1 注1

注1．粗骨材最大寸法を示す。

（単位：ｍｍ）

（参考値 注3）

注2

注2. Ｄは、「鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造計算用資料集」(日本建築学会)よる値
注3. 製造所ごとで最外径が違うため、最小間隔は参考値とする。

ＳＤ２９５

ＳＤ２９５

ＳＤ２９５

KS
N.S
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

名木野小学校長寿命化改良工事ワシヅ設計
一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

株式会社
設備設計　　
一級建築士　第        号
設備設計一級建築士　第      号

一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号

構造設計    泉　　　俊　正
一級建築士　第    155068    号
構造設計一級建築士　第      号

工事名

図面名

Ｎo.Ｓ年　月分 類社　　長審　　査担　　当製　　図

鷲
頭

熊
倉

R6.3熊
倉

熊
倉



KS
N.S

4

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

名木野小学校長寿命化改良工事ワシヅ設計
一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

株式会社
設備設計　　
一級建築士　第        号
設備設計一級建築士　第      号

一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号

構造設計    泉　　　俊　正
一級建築士　第    155068    号
構造設計一級建築士　第      号

工事名

図面名

Ｎo.Ｓ年　月分 類社　　長審　　査担　　当製　　図

鷲
頭

熊
倉

R6.3熊
倉

熊
倉

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

（ａ）柱脚ピンの場合１．２

柱脚部

１．３

基　礎

（ａ）布基礎

B.P.L
無収縮モルタル

フ
ー

プ
＠
1
0
0

3
0
～
5
0

100以上

梁のない場合

B.P.L

3
0
～
5
0

100以上

両方向梁のある場合

フ
ー
プ

＠
1
5
0

無収縮モルタル

150以上

（ｂ）柱脚固定の場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フ
ー
プ
＠
1
0
0

150以上

D

かつ2D以上
45d以上

フープ

梁のない場合 両方向梁のある場合

無収縮モルタル

２-Ｄ１３以上

B.P.L

フ
ー

プ
＠
1
00

フ
ー

プ
＠
1
50

150以上

D

かつ2.5D以上
45d以上

フープ

3
0
～

5
0

3
0
～

5
0

150以上

（ｂ）べた基礎

（ｃ）独立基礎

・浮き上りが発生する場合は、はかま筋を

　設置すること。

（ｄ）べた基礎継手及び定着

（ｅ）基礎と地中梁の接合

（ｆ）既成杭基礎

（１）ベース筋

GL

・d0＝ベース筋、はかま筋の細いほうの径

4
0
d

2
0
d

CL

2
0
d
以
上

2
0
d
0
以
上

15d以上

1
0
0

（ｇ）布基礎・地中梁の主筋の定着

L
L

L
L

（ｈ）布基礎コーナー部のベース筋

１．４

そ の 他

（ａ）梁の打ち増し補強　【共仕H19】

（１）下端の打増し （２）上端の打増し

（４）２方向の打増し（３）側面の打増し

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

腹筋

あばら筋と同径，
同材質， 同間隔

２-Ｄ１６

b≦350mmの場合

b＞350mmの場合

３-Ｄ１６

a

b b

ba1a

a
a2

Ｄ１６

Ｄ１６

Ｄ１６

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｂ）柱の打ち増し補強

（１）柱の打増しは下図により、打増し幅が70mm以上、200mm以下の場合に適用する。200mmを

　　超える場合は、特記による。

（２）梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打ち増し部分を除いて算定する。

Ｄ１６

（２）２方向の打増し（１）１方向の打増し
a

a
2

a1

300mm以下

300mm以下

300mm以下

300mm以下

帯筋と同径，
同材質， 同間隔

(70mm≦a，a1,a2≦200mmの場合)

・　　　　は打ち増し部分を示す。

（ｃ）土間コンクリート

基礎詳細図による

２-Ｄ１３

打ち増し部分

１-Ｄ１３

（ｄ）梁補強

（１）開口部まわりの補強

（２）梁貫通孔補強

ａ．一般事項

ｂ．鉄筋による補強

ｃ．溶接金網による補強

ｄ．既成金物による梁貫通孔補強

　　梁貫通孔補強に既製品金物を使用する場合は、金物メーカーの設計要綱による。

　　(使用にあたっては、設計者又は、工事監理者と打ち合わせのこと。)

・補強筋の程度
　φの径が梁せいの1/10以下、かつ150未満のときは補強を省略することができる。

D

D φ/2φ/2

環状筋Ｄ１３

Ｄ１０
φ

・溶接金網のピッチは100以下とし、梁の両面に入れる。

・環状筋は溶接金網に溶接すること。

製品名

・ウエブレン　（テイエム技研）

・ダイヤレンNS　（コーリョー建販）

・リンブレン　　（丸井産業）

・ス－パーハリー（栗本鉄工所）

※既成品金物参考

肩筋（主筋径以上とする。）

Lo/4

a2 15d

15d

L

25d以上

a1

GL

15d
底盤の幅

(構造計算による）

2
5
0
以

上

はかま筋

GL3
0
0
以
上

1
20
以
上

150以上
Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

12
0
以
上

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１３以上の異形鉄筋

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

Ｄ１０以上の鉄筋、＠300以下

GL3
0
0
以
上

2
4
0
以
上

1
5
0
以
上

底盤の幅

150

（構造種別に応じ告示の表
又は、構造計算による。）

Ｄ１０以上の鉄筋、＠３００以下
（底盤の幅≦２４０の場合には不要）

150以上

Ｄ１６

a1/a2≦1/6

300mm以下300mm以下300mm以下

L 2 L 2

L 2 L 2

L L

L

L

2

150以上

150以上

1

2

2

1

1

1

1

1

ｺﾝｸﾘｰﾄの適用範囲

Fc=21N/mm　以上2

Fc=21N/mm　以上2

Fc=18N/mm　以上2

Fc=21N/mm　以上2

（１）差筋補強の場合

（２）差筋補強の無い場合

（ｈ）布基礎コーナー部のベース筋

※

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

ＦＧ２

ベース筋(設計ピッチ)

ＦＧ１

・※印の区間では、ＦＧ１、ＦＧ２ともに同じベース主筋を入れること。

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟの適用範囲

単　筋

複　筋

複　筋

複　筋

注記ある場合以外　 印の項目を適用する。

貫通孔径 補　強　筋 配 筋 図

60≦φ≦100

2-D13

L 2
L 2

L 2

L 2

L 2

折 筋

2-D13折 筋

ST 2-D13縦 筋

ST 2-D13縦 筋

2-D13横 筋

4-D13斜 筋

3-D13＠100縦筋上下

縦 筋

横 筋

ST 2-D13

2-D13

100＜φ≦150

150＜φ≦250

採用

＊　必要に応じて鉄筋は別途計算にて決定のこと。

L の起点は基礎梁天とする。2

L の起点は基礎梁天とする。2

梁が一方向の場合

梁が一方向の場合

L
2

Ｄ１６

H

L 2 L 2

L 2

上主筋 ※補強筋

あばら筋腹筋
上主筋と同径同数以上

※補強筋は、
上主筋がD16の場合はD13、
上主筋がD13の場合はD10、
とする。

立上り筋：D13

立上り筋：D13

※立上り筋（縦補強筋）の
　定着寸法が確保出来ない
　場合は定着方向を斜めに

縦補強筋：

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L2

L2

L2

L
2

土間筋と同径，
同材質， 同間隔

L
2

L2 L2

※補強方法は原則として既製品（評定品）を使用すること。

（２－２）差筋補強の無い場合

差し筋は行わない

埋戻土の厚さが30cmを超える
場合は30cm毎に転圧する

ベース上も十分に
転圧を行う

D10@200

(又は、ワイヤメッシュ ６φ-１５０□)

第一スターラップ

・※印の区間にスターラップ配筋

（ｉ）布基礎コーナー部の配筋

主筋が上端に位置する方向を、スターラップで拘束する。

※

主筋端部については、上主筋端部は下主筋レベル、

L1

第一スターラップ

下主筋端部は上主筋レベルまで伸ばす。

Ａ Ａ

Ａ-Ａ断面

（片方向のスターラップを端部まで通して設置する）

Ｂ Ｂ

Ｂ-Ｂ断面

L1

基礎面から主筋まで
を80とする。

※

※

※

参考：鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説2010(著：日本建築学会) 

7
0

下端筋まで折り下げのこと

D※

h

h
DD/3

【DL】

【DL】

【DL】

【DL】

D※

φ1 φ2

梁に平行に　　　　　以上
3(φ1+φ2)

2

【配指】、【共仕】

（a）原則として、梁貫通孔を設けることができる範囲

　　D※：柱ｽﾊﾟﾝが極端に短い軽量鉄骨のみ、鉄骨柱面から柱径の2倍以上離すこと。【DL】

（b）貫通孔の間隔

原則として、梁貫通孔を設けることができる範囲

梁筋が1段筋の場合：h≧φかつ175mm程度
梁筋が2段筋の場合：h≧φかつ250mm程度

　　１）孔の径は、梁せいの１/３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

　　２）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げる

　　　　ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

　　３）既成金物による場合は、各メーカーの設計要綱も確認すること。

　　　　　（鉄骨柱径100ｍｍの場合、上図D※は鉄骨柱面よりD=200ｍｍ）
　し定着長さを確保すること。

Ｈ

L2

15d

ロ

イ

ハ

イ　鉄筋は、基礎梁主筋と同本数、径D16とする。

ロ　鉄筋は、基礎梁スターラップと同径・同ピッチとする。

ハ　鉄筋は、Ｄ13＠200とする。

２.　Ｈ≧200の場合

L2
L2

ロ

イ
ハ

イ　鉄筋は基礎梁主筋と同本数、径D16とする。

ロ　鉄筋は、基礎梁スターラップと同径・同ピッチとする。

ハ　鉄筋は、不要とする。

１.　0≦Ｈ＜200の場合

 部は基礎梁幅と同幅の増打ちｺﾝｸﾘｰﾄ部分

　　段差Ｈ＝０の場合は、不要とする。

L
2h L2

イ

L
2

H
/
3
以
下
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鉄骨標準詳細図

名木野小学校長寿命化改良工事ワシヅ設計
一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

株式会社
設備設計　　
一級建築士　第        号
設備設計一級建築士　第      号

一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号

構造設計    泉　　　俊　正
一級建築士　第    155068    号
構造設計一級建築士　第      号

工事名

図面名

Ｎo.Ｓ年　月分 類社　　長審　　査担　　当製　　図

鷲
頭

熊
倉

R6.3熊
倉

熊
倉

　溶接工法の種類は、手溶接（アーク手溶接）・半自動溶接（ガスシールドアーク半自動溶接・セルフシ

１.溶接工法

－ルドアーク半自動溶接）とする。

　溶接継手の種類は、隅肉溶接及びフレア溶接とし、継手形状の種類は、Ｔ形継手及びかど継手とする。

２.溶接継手

　溶接記号及び溶接の補助記号は、表１．１による。

３.溶接の補助記号

現場溶接

ａ）隅肉溶接

４.溶接の種類別開先形状

　隅肉溶接の開先標準は、図１．１による。又、隅肉溶接のサイズ（S）は、表１．２による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

図１．１　隅肉溶接の開先標準

ｔ≦16 16＜ｔ≦32ｔ≦16

t

s

s

s

s

S

S

t

S

S

S S

60°

S/2

S/2

t

S/2

S/2

2.3板厚（t）

隅肉溶接のサイズ（S）

3.2 4.5 6 9 12

（注）１） 5 7 9

表１．２　隅肉溶接のサイズ

区　　分

全周溶接

全周現場溶接

補助記号

表１．１　溶接の補助記号

（注） １）板厚（ｔ）4.5 以下の隅肉溶接サイズ（S）は、板厚と同サイズとする。

３）設計図書（図面及び仕様書）に示す断続隅肉溶接の長さは、図１．２の有効長さ（L）とし、

隅肉のサイズ（S）の１０倍 かつ ２５ｍｍ以上 かつ 構造設計値以上とする。

ただし、有効長さは、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分とする。

LbLa L

図１．２　断続隅肉溶接の長さ

※ La 及び Lb ≧ S

ｂ）フレア溶接

　フレア溶接の開先標準は、図１．３による。

アーク手溶接・ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

図１．３　フレア溶接の開先標準

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接）３（軽量形鋼　形溶接）

d/2

d d

d/2

d

d

d/2 d/2

d/2 d/2

d

d/2d/2

d/
2

d/
2

t

S

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

t≧3 のとき S＝t

t＜3 のとき S＝3

St

５.溶接施工

ａ）余盛り

　隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行う。余盛り高さの上限は、表１．３による。

溶接継手 溶接工法 余盛り高さの限度

隅肉溶接

フレア溶接

手溶接

半自動溶接
3

表１．３　余盛り高さの限度

交角 30°≦θ≦ 150°

適用管厚 3.2ｍｍ ≦ｔ≦ 12ｍｍ

Ａ

Ｂ Ｃ

θ

Ｄ

Ｄ

支管

主管

[ Ｄ-Ｄ 断面図 ]

主管の管軸と支管の管軸とは、一致させること。

0
～

3

t

1.5t～2.0t

50°～60°

[ Ａ部 断面図 ]

t

50°～60° 0～
3

1.
5t
～
2.
0t

[ Ｂ部 断面図 ]

溶接線

1.
5t
~2
.0
t

0
～

3

1.5t～2.0t

t

[ Ｃ部 断面図 ]

図１．４　鋼管分岐継手開先標準

溶接接合

鉄 骨 標 準 詳 細 要 領

[ 柱脚Ａ ] [ 柱脚Ｂ ]

※ボルト接合

[ 柱脚Ｄ ][ 柱脚Ｃ ]

※ボルト接合

Rib.PL

Rib.PL

[ 水平ブレース ] [ 壁ブレースＡ ]

[ 壁ブレースＣ ][ 壁ブレースＢ ]

[ 壁ブレースＤ ]

ａ）ブレース

６.溶接部詳細図

　ブレース端部の溶接取付標準は、図１．５による。

図１．５　ブレース端部の溶接取付標準

ｂ）鋼管分岐継手

　鋼管分岐継手における支管は、主管外形より細径のものを使用し、その開先標準は図１．４による。ただ

し、自動機械により開先加工を行う場合は、これ以外の形状をとることができる。

ｂ）柱・梁

　柱・梁の溶接取付標準は、図１．６による。

図１．６　柱及び梁の溶接取付標準

ｄ）ベースプレート

　ベースプレートの溶接取付標準は、図１．７による。

図１．７　ベースプレートの溶接取付標準

ｅ）スチフナープレート

　スチフナープレートの溶接取付標準は、図１．８による。

図１．８　スチフナープレートの溶接取付標準

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

G.PL

柱

梁

柱

柱

梁

梁
梁

STIFF.PL

STIFF.PL STIFF.PL

梁

ｆ）母屋

　母屋の溶接取付標準は、図１．９による。

図１．９　母屋の溶接取付標準

１）鋼板による接合

２）軽量形鋼による接合

母屋

母屋

母屋
軽量形鋼 軽量形鋼

母屋
PL

梁梁

梁 梁

軽量形鋼梁

PL梁

ｃ）スニップカット

　溶接の交差部をスニップカット（Sc）で処理する場合の標準寸法は、鋼材の板厚に応じて表１．４によ

るものとする。ただし、既成形鋼のスニップカットは、Ｓｃ＝ｒ＋２により求めるものとする。

r

スニップカット

表１．４　スニップカットの標準寸法

板厚（t） スニップカット寸法（Sc）

t

S
c

Sc

3.2 ～ 6 10

9 12

12 14

16 以上 15

60°

ｃ）図1.6　ボルトピッチ

ｅ1記　号

ピッチ

ｅ2 ｅ3 ｐ1 ｐ2

４０ ４０ ３０ 50～80 １１０

e2 e3

e1

p1

e1

p1

e3e2 50

e2 e3

e3e2

e3e2

e2 e3

e1

p1

e1

p1

p2

20

e1

p1

e1

p1

※ボルト接合

4

２）板厚が異なる場合、ｔは板厚の薄いほうとする。

４）組立て溶接は、組立て・運搬・本溶接作業において組立て部材の形状を保持し、かつ組立て溶接

が割れないように、必要で十分な長さと４ｍｍ以上の脚長をもつビードを適切な間隔で配置しなけれ

ばならない。組立て溶接の溶接長さは、ショートビードとならないよう板厚 t≦６ｍｍの場合、

３０ｍｍ以上、板厚 t＞６ｍｍの場合、４０ｍｍ以上とする。

（柱の板厚 t＜６ｍｍの場合に適用する。）

0
～

3
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溶接標準図

名木野小学校長寿命化改良工事

共
　
通
　
事
　
項

2 1

1 2

お
よ
び
前
提
条
件

適
用
範
囲

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

ア
｜
ク
手
溶
接
・
ガ
ス
シ
｜
ル
ド
ア
｜
ク
半
自
動
溶
接

裏　 当　 て　 金　 付
Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

T

G=T

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

Ｆ
　 　 Ｔ ≦１ ２

Ｆ
１ ２ ＜Ｔ ≦２ ２

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

T

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

T

Ｆ
　 　 Ｔ ≦１ ２

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

Ｆ
１ ２ ＜Ｔ ≦２ ２

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ
１ ９ ＜Ｔ ≦４ ０

Ｆ
２ ２ ＜Ｔ ≦４ ０サ

ブ
マ
｜
ジ
ア
｜
ク
溶
接

１ ２

４

２ １

２ ４

２ ２

２ ５

２ ３

２ ６５ ６

３

１ １ １ ２

２ ７

３ １

２ ８

３ ２

２ ９

３ ３

６ ＜Ｔ ≦１ ９ ６ ＜Ｔ ≦１ ９

完　 全　 溶　 込　 み　 グ　 ル　 ー　 ブ　 溶　 接

G=T

T T

T

2

45ﾟ

T

60ﾟ

( T-2)/3

2(T-2)/3
2

45ﾟ

T

T

60ﾟ

6 T
(T-6)/2

60ﾟ

( T-6)/2
6

両　 面　 溶　 接　 （ 裏はつり ）

ａ ） 適用範囲
　 　 工場溶接およ び現場溶接

ｄ ） 適用外は特記によ る 。

　 　 　 ｈ ＝Ｔ ／４

ｃ ） 　 Ｔ 継手の余盛高さ

T

h

　 　 　 ただし Ｔ が40mmをこ える 時はh=10と する 。

ｂ ） 　 スカ ラ ッ プ （ 現場溶接の場合は特記によ る 。 ）

　 ； エン ド タ ブの長さ

サブマージ アーク 溶接
ガスシールド アーク 半自動溶接

アーク 手溶接

裏当て金
ﾌｨﾚｯﾄの形状に合わせた

T

2. 5( T -T )以上

T

ｅ ） 　 突合せ溶接する 材の板厚が異なる 場合（ 通し ダイ ヤフ ラ ムは除く ）

1

12

2　 　 Ｔ 　 ≧Ｔ 　 ＋１ ０ mmの時、 次のよ う に勾配をつける 。
　 　 Ｔ 　 ＜Ｔ 　 ＋１ ０ mmの時、 勾配は不要。

溶接姿勢　 Ｆ ： 下向、 Ｈ ： 横向、 Ｖ ： 立向

ｃ ） 適用溶接法
　 　 　 アーク 手溶接
　 　 　 ガスシ ールド アーク 半自動溶接
　 　 　 サブ マージ アーク 溶接

　 　 構造概要書等によ る 。

１ ９ ＜Ｔ ≦４ ０

　 =35

　 =38

　 =70

ｂ ） 適用鋼材およ び板厚

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ

　 　 　 Ｔ 継手の余盛高さ ｈ は、

ｄ ） 　 裏当て金： 厚さ 、 巾は特記なき 限り 9x25と し 、 材質は
　 　 母材と 同材同質と する 。 裏当て金の組立溶接は、 JASS6、
　 　 鉄骨工事技術指針に従い、 適切な施工を行う 。
　 　 ノ ン スカ ラ ッ プの場合、 フ ィ レ ッ ト 部をＲ 加工と する 。

　 　 Ｔ ≦６ 　 　 Ｔ ≦６

　 　 Ｔ ≦６

　 　 Ｔ ≦６

ａ ） 　 突合せ溶接およ び部分溶込み溶接の両端には、 健全な溶接ができ る よ う に、 継手と 同じ 形状で母材
　 　 と 同材同質のエン ド タ ブを取り 付ける 。 但し 、 工事監理者の承諾を得た場合は、 代替エン ド タ ブを用いる
　 　 こ と ができ る 。 エン ド タ ブの組立溶接は、 JASS6、 鉄骨工事技術指針に従い、 適切な施工を行う 。

溶　 接　 標　 準　 図

2 12. 5(T -T )以上

1T 2T

柱： 角形鋼管

　 　 Ｔ ≦６ ６ ＜Ｔ ≦１ ９ １ ９ ＜Ｔ ≦４ ０

T

6

７ Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ
　 　 Ｔ ≦６

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ８ ９６ ＜Ｔ ≦１ ９ １ ９ ＜Ｔ ≦４ ０

2

1/4T≦S≦10

S

及
び
　
セ
ル
フ
シ
｜
ル
ド
ア
｜
ク
半
自
動
溶
接

T

6

30ﾟ

2 T

6

2

45ﾟ

T

60ﾟ

( T-2)/3

2(T-2)/3
2

45ﾟ

T

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ
１ ９ ＜Ｔ ≦４ ０６ ＜Ｔ ≦１ ９

Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ Ｆ 　 Ｈ 　 Ｖ
１ ９ ＜Ｔ ≦４ ０６ ＜Ｔ ≦１ ９

1/4T≦S≦10

S S

1/4T≦S≦10

2

45ﾟ

T

60ﾟ

( T-2)/3

2(T-2)/3
2

45ﾟ

T

1/4T≦S≦10

S S

1/4T≦S≦10

S S

60ﾟ

柱： Ｈ 形鋼

2

１ ０ ０ 以上
１ ０ ０ 以上

3,

2 3,

2 3,

2 3,

8 9,

8 9,

8 9,

8 9,

8 9,

8 9,

2 3,

8 9,

8 9,

8 9,

8 9,8 9,

8 9,

8

9

,

8

9

,

8 9,

ｅ ） 前提条件
　 ・ アーク 手溶接は、 ルート 部の溶け込みを確保する ために初層ないし 数層にわたり 、
　 　 2. 6、 3. 2、 4. 0、 5. 0mmのう ち から 選定し た棒径の溶接棒を 用いる 。

　 ・ サブマージ アーク 溶接の溶接装置は、 最大容量1000Ａ の１ 電極と する 。

　 ・ 両面溶接は、 片側から 溶接し た後、 裏はつり を 行っ て裏側から も 溶接する も の
　 　 と する 。 ただし 、 サブマ ージ アーク 溶接においては、 溶接施工性試験等によ り
　 　 完全溶け込みを 判断・ 確認でき る 場合には、 裏はつり を 省略する こ と ができ る 。

　 ・ 開先加工の精度は「 JASS6 付則6 鉄骨精度管理基準」 によ る 。

柱・ はり の接合

ｆ ） 　 ダイ ヤフ ラ ム出寸法

t c: 柱フ ラ ン ジ 厚
e=30以上かつtd以上 ( tc≧28)
e=25 ( t c＜28)

sr1

sr2

sr1

sr2

sr1＝35ｍｍ
sr2＝10ｍｍ

（ 注）
ダイ ヤフ ラ ムに使用する 材質は原則と し て下記によ る 。
　 通し ダイ アフ ラ ム： Ｓ Ｎ 材のＣ 種

ダイ アフ ラ ム板厚は仕口部に集結する 梁フ ラ ン ジ
の最大よ り  2サイ ズＵ Ｐ と する 。

　 内ダイ アフ ラ ム　 ： Ｓ Ｎ 材のB種

（ 例） ダイ ヤフ ラ ムの板厚目安表

フ ラ ン ジ厚

（ mm）

ダイ ヤフ ラ ム厚

（ mm）

７ ～10

11～13

14～17

18～20

21～23

24～26

27～28

16

19

22

25

28

32

36

※凡例　 　 G： ルート 間隔

左図は記載例です。
物件毎に部材や納まり を 図面に準じ て加工し て下さ い。

※　 採用する 溶接番号に　 　 　 　 印を 記載する こ と 。

35ﾟ

7

T

35ﾟ

T

7

35ﾟ

7

T

35ﾟ

T

7

35ﾟ

7

T

35ﾟ

T

7

S S

1/4T≦S≦10 1/4T≦S≦10

ワシヅ設計
一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

株式会社
設備設計　　
一級建築士　第        号
設備設計一級建築士　第      号

一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号

構造設計    泉　　　俊　正
一級建築士　第    155068    号
構造設計一級建築士　第      号

工事名

図面名

Ｎo.Ｓ年　月分 類社　　長審　　査担　　当製　　図

鷲
頭

熊
倉

R6.3熊
倉

熊
倉



KS
N.S

7

名木野小学校長寿命化改良工事

ISベース（SHタイプ）柱脚工法設計・施工標準図（同等品）(1)

ワシヅ設計
一級建築士　第 361707 号　管理建築士　鷲頭 加思郎

株式会社
設備設計　　
一級建築士　第        号
設備設計一級建築士　第      号

一級建築士事務所　新潟県知事登録 (ワ) 第 495 号

構造設計    泉　　　俊　正
一級建築士　第    155068    号
構造設計一級建築士　第      号

工事名

図面名

Ｎo.Ｓ年　月分 類社　　長審　　査担　　当製　　図

鷲
頭

熊
倉

R6.3熊
倉

熊
倉

ISベース柱脚工法設計・施工標準図
2023年11月作成

適用柱材 (大阪本社) TEL 06-6449-0881
FAX 06-6449-0877

(SH:角型鋼管用 非保有耐力接合タイプ)1/3

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

4本ボルトタイプ

角形鋼管

捨てコンクリート（100mm以上）

角形鋼管

8本ボルトタイプ

4

9

1

5

6

7

8

3

2

1.構造概要

2.ベースプレート

8-φdh孔

上面

下面

中心マーク

4-φdh孔

上面

下面 溶接肉盛り

中心マーク

2-2.形状と寸法

2-1.材質

4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ

2-3.柱材との溶接

※溶接施工に関しては、

｢日本建築学会；建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣ に準じる。

ベースプレート

裏当て金
鋼管外面

溶接例

※柱材のめっき仕様について

3-1.アンカーボルト

品番 呼び径 ピッチ L Ls
db

ISB740C ISB740E
A1 M24 3.0 22.0 - 595 100

材料：　大臣認定材料（ISB740C,ISB740E,ISB800B）4

9

3

2

7

8

1

5

6

柱材とベースプレートの溶接は、完全溶け込み溶接とする。

柱材をめっきする場合は、弊社までご相談ください。

（mm）

1 アンカーボルト 2 ベースプレート

3 一種ナット（シングルナット）

4 丸座金
5 六角リング
6 定着板

7 セットフレーム
8 セットアンカー
9 モルタル（30～50mm）

角形鋼管

4

9

7

8

1

5

6

3

2

12本ボルトタイプ

中心マーク

12-φdh孔

上面

下面

12本ボルトタイプ

A22
A23
A32
A33
A34
A35
A43
A44
A52
A53
A62
A72
A81
A82
A91
A92
AA1
AA2
AB1
AC1

… 土間コンクリート等で被覆する場合は、シングルナットを標準仕様とする。

被覆されない場合は、ダブルナット又は六角リングにて緩み止めを行う。

※ベースプレートは

"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面）

"溶接突起"のある面が下面（底面）

4.コンクリート柱形
4-1.使用材料

4-2.形状・配筋

ベースモルタル厚
30mm～50mm

・柱形の幅（bc）を標準柱形より拡げた場合、検討が必要。

・主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。

4-3.基礎立上り部

・主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。

・トップフープは、シングルを標準とする。

・Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。

柱形を拡げる場合や、柱芯が偏心する場合は、弊社までご相談ください。

・柱形の配筋が標準の場合
基礎立上り高さ（Hs）は、250mm以下とする。

・立上り高さ（Hs）が250mmを超える場合は、

検討が必要となるため、弊社までご相談ください。

（
杭
基
礎
の
場
合
は
、
最
低
H寸

法
+杭

出
寸
法
と
す
る
。
）

2

5.施工

中心Vカット

ゲージプレート

アンカーボルト据付図

6.施工管理
・ISベースの施工（アンカーボルトの据付及びベースモルタルの充てん）は、弊社が認定した施工者が行う。

・施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後「チェックシート」により許容範囲内にあることを確認する。

・材料は弊社にて支給する。支給品以外の材料を使用した場合、ISベースの性能を保証できない場合がある。

・アンカー用ボルトセットは大臣認定材である。形状・寸法・材質の変更、切り欠き・溶接などの加工は認められない。

※ ( )は、元請施工範囲を示す。

Fc=24N/mm　 以上（鋼管サイズ□600以上）

コンクリート：　Fc=21N/mm　 以上（鋼管サイズ□550以下）

鉄筋：　JIS G 3112 SD295A（D16以下）

2

3.アンカー用ボルトセット

ISB800B

F値=235N/＊,275N/＊,295N/＊,325N/＊

M30 3.5 28.0 115
685
785
725
775
825
925
945
1045
1015
1115
1200
1265
1230
1330
1295
1395
1360
1460
1425
1490

M52 5.0 185
M56 5.5 195

M72 6.0 235
M76 6.0 245

-

-

M36 4.0 33.15 33.0 -

M42 4.5 38.92 38.8 -

M48 5.0 45.0 -

M60 5.5 56.0

M64 6.0 60.0

M68 6.0 64.0

49.0
52.0

67.8
71.8

130

145

160

205

215

225

-
-

-

-

-

-
-

基礎梁上面または
フーチング上端

3-2.ナット

3-5.六角リング3-3.丸座金

3-4.定着板

強度区分：　JIS B 1052   8（M48以下）
種類：　1種六角ナット　JIS B 1181

呼び径 m s e

M24
M30
M36
M42
M48

19 36 41.6
24 46 53.1
29 55 63.5
34 65 75.0
38 75 86.5

材質：　JIS G3131 SPHC

呼び径 S
M24
M30
M36
M42
M48

36
46
55
65
75

di mi ti
22.5
28.9
33.6
39.2
45.7

5
7
8
9
10

1.6
2.0

2.3
2.0

2.3

材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400

呼び径 品番
M24
M30
M36
M42
M48

C1
C2
C3
C4
C5

d1
52
58
68
78
90

d2
25
31
37
43
50

tw
9
12
16
19
19

材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400（M48以下）

呼び径 品番
M24
M30
M36
M42
M48

P1
P2
P3
P4
P5

Ba
50
65
75
85
95

ta
9
12
16
19
22

d
26
32
38
44
50

（mm）

（mm）

（mm）

（mm）

M52
M56
M60
M64
M68
M72
M76

M52
M56
M60
M64
M68
M72
M76

M52
M56
M60
M64
M68
M72
M76

M52
M56
M60
M64
M68
M72
M76

92.442 80

48 90 104.0
110.051 95

54 100 115.0

98.145 85

58 105 121.0
61 110 127.0

C6
C7
C8
C9
CA
CB

100 54 25
108 58 28
114 62 32
120 66 36
128 70 36
134 74 36

CC 140 78 36

P6
P7
P8
P9
PA
PB

115 25 54
120 25 58
130 28 62
135 32 66
140 32 70
150 36 74

PC 155 36 78

80 49.9 11 2.8
85 52.6 12 2.8
90 56.6 12 3.2
95 60.3 13
100 64.3 14
105 68.2 14

3.2
3.2
3.6

110 72.2 15 3.6

強度区分：　JIS B 1052  10（M52以上）

建築構造用認定鋼板　TMCP325B（板厚の制限なしで使用）

JIS G 3136 SN490B（t=40mm以下の場合のみ使用）

溶接構造用圧延鋼材　SM490A（M52以上）

JIS G 3112 SD345（D19～D25）

JIS G 3112 SD390（D29以上）

6.[コンクリート打設前検査]

5.（配筋・型枠）

4.アンカーボルト据付

3.（墨出し）…柱芯を明示する。

2.（捨てコンクリートの打設）…捨てコン厚さは100mm以上とする。

11.（充てん型枠脱型・廃棄）

10.ナットの緩み確認

8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）

7.（コンクリート打設）

1.施工打合せ

まんじゅう高さは（30～50mm）とする。

まんじゅうに使用する材料に規定はない。

まんじゅうの大きさは施工マニュアルを参照。

9.ベースモルタルの充てん…ISグラウト以外は使用不可。

アンカーボルト、セットフレーム等と鉄筋を拘束しない。

アンカーボルトに熱を加えない。

ゲージプレートを外したり、上に物を置いたり、乗ったりしない。

6.[コンクリート打設前検査]は、契約内容による。

(東京支店) TEL 03-3433-0844
FAX 03-3433-0847



ISベース柱脚工法設計・施工標準図 適用柱材(F値=235N/＊,275N/＊,295N/＊,325N/＊） (大阪本社) TEL 06-6449-0881

□150×150～□550×550
FAX 06-6449-0877

(SH:角型鋼管用 非保有耐力接合タイプ)2/3
国土交通大臣認定番号 (アンカー用ボルトセット)

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー中島工場)

M30～M48 (JFE条鋼・アイエスケー中島工場)

M52～M76 (JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)

MBLT-0180

MBLT-0181

M24～M48 (朝日工業・アイエスケー前橋工場)

M30～M48 (JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。

採用 柱脚記号
柱材の基準強度（N/mm　）2

235 295 325

アンカーボルト

本数-呼び径（品番）

コンクリート柱形 （標準）

帯筋帯筋 コンクリート強度
(N/mm  )2

ベースプレート

275
主筋（径-本数を選択する）

SH151

SH171

SH172

SH201

SH202

SH203

SH204

SH251

SH252

SH253

SH254

SH255

SH301

SH302

SH303

SH304

SH305

SH351

SH352

SH353

SH354

SH355

SH356

SH401

SH402

SH403

SH404

SH405

SH406

SH451

SH452

SH453

SH454

SH455

SH456

SH501

SH502

SH503

SH504

SH505

SH506

SH551

SH552

SH553

SH554

SH555

SH556

□150

□175

□200

□250

□300

□350

□400

□450

□500

□550

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

t = 12 - 8 ≦t ≦ 12 9 ≦t ≦ 12

9 ≦t ≦ 12 - 6 ≦t ≦ 12 6 ≦t ≦ 12

t = 12 t = 12- 9 ≦t ≦ 12

8 ≦t ≦ 16 6 ≦t ≦ 16 6 ≦t ≦ 16 6 ≦t ≦ 16

12 ≦t ≦ 16 9 ≦t ≦ 16 8 ≦t ≦ 16 8 ≦t ≦ 16

t = 16 12 ≦t ≦ 16 12 ≦t ≦ 16 12 ≦t ≦ 16

- t = 16 t = 16 t = 16

6 ≦t ≦ 19 6 ≦t ≦ 16 6 ≦t ≦ 19 6 ≦t ≦ 12

8 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 16 6 ≦t ≦ 19 6 ≦t ≦ 19

12 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 16 9 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 19

16 ≦t ≦ 19 12 ≦t ≦ 16 12 ≦t ≦ 19 12 ≦t ≦ 19

- - 16 ≦t ≦ 19 16 ≦t ≦ 19

6 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 19 6 ≦t ≦ 22 6 ≦t ≦ 16

9 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 19 8 ≦t ≦ 22 8 ≦t ≦ 19

12 ≦t ≦ 19 12 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 19

t = 19 16 ≦t ≦ 19 14 ≦t ≦ 22 16 ≦t ≦ 19

- -t = 19 19 ≦t ≦ 22

9 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 19 9 ≦t ≦ 16

12 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 25 9 ≦t ≦ 22

16 ≦t ≦ 22 12 ≦t ≦ 22 12 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 22

t = 22 16 ≦t ≦ 22 16 ≦t ≦ 25 16 ≦t ≦ 22

- t = 22 t = 2222 ≦t ≦ 25

- t = 22 t = 2222 ≦t ≦ 25

9 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 19

9 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 25 9 ≦t ≦ 25 9 ≦t ≦ 22

16 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 25

19 ≦t ≦ 25 16 ≦t ≦ 25 14 ≦t ≦ 25 16 ≦t ≦ 25

t = 25 19 ≦t ≦ 25 19 ≦t ≦ 25 19 ≦t ≦ 25

- t = 25 t = 25 t = 25

9 ≦t ≦ 25 12 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 22 9 ≦t ≦ 16

9 ≦t ≦ 32 12 ≦t ≦ 28 9 ≦t ≦ 25 9 ≦t ≦ 22

12 ≦t ≦ 32 12 ≦t ≦ 32 9 ≦t ≦ 28 9 ≦t ≦ 28

16 ≦t ≦ 32 12 ≦t ≦ 32 12 ≦t ≦ 28 12 ≦t ≦ 32

22 ≦t ≦ 32 16 ≦t ≦ 32 16 ≦t ≦ 28 16 ≦t ≦ 32

28 ≦t ≦ 32 22 ≦t ≦ 32 19 ≦t ≦ 28 19 ≦t ≦ 32

12 ≦t ≦ 38 12 ≦t ≦ 32 9 ≦t ≦ 28 9 ≦t ≦ 25

16 ≦t ≦ 38 12 ≦t ≦ 36 12 ≦t ≦ 28 12 ≦t ≦ 32

22 ≦t ≦ 38 19 ≦t ≦ 36 16 ≦t ≦ 28 19 ≦t ≦ 38

32 ≦t ≦ 38 25 ≦t ≦ 36 25 ≦t ≦ 28 25 ≦t ≦ 38

- 32 ≦t ≦ 36 28 ≦t ≦ 38t = 28

- -t = 36 36 ≦t ≦ 38

12 ≦t ≦ 40 16 ≦t ≦ 36 12 ≦t ≦ 28 9 ≦t ≦ 28

16 ≦t ≦ 40 16 ≦t ≦ 40 12 ≦t ≦ 28 12 ≦t ≦ 38

25 ≦t ≦ 40 19 ≦t ≦ 40 19 ≦t ≦ 28 19 ≦t ≦ 40

32 ≦t ≦ 40 25 ≦t ≦ 40 25 ≦t ≦ 28 25 ≦t ≦ 40

36 ≦t ≦ 40 25 ≦t ≦ 40 25 ≦t ≦ 28 25 ≦t ≦ 40

t = 40 t = 2828 ≦t ≦ 40 28 ≦t ≦ 40

290 210 - φ36 25 4-M24 (A1) 125 410 500～530 12-D16 8-D19 8-D22 D13@150 10d以上 550以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

10d以上

310 230 - φ36 25 4-M24 (A1) 125 410 520～530 12-D16 8-D19 8-D22 D13@150 550以上

320 230 - φ42 32 4-M30 (A22) 135 480 540～620 12-D19 8-D22 8-D25 D13@150 650以上

340 260 - φ36 25 4-M24 (A1) 125 410 550～650 12-D19 12-D22 8-D25 D13@150 550以上

350 260 - φ42 32 4-M30 (A22) 135 480 570～650 12-D19 12-D22 12-D25 D13@150 650以上

360 260 - φ50 36 4-M36 (A32) 155 490 580～750 16-D19 16-D22 12-D25 D13@150 650以上

390 300 170 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 600～750 16-D19 12-D22 12-D25 D13@150 750以上

390 310 - φ36 25 4-M24 (A1) 125 410 600～750 16-D19 16-D22 12-D25 D13@150 550以上

400 310 - φ42 28 4-M30 (A22) 135 480 620～750 16-D19 16-D22 12-D25 D13@150 650以上

420 310 - φ50 32 4-M36 (A33) 155 540 630～840 20-D19 16-D22 16-D25 D13@150 700以上

450 350 220 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 650～840 20-D19 16-D22 16-D25 D13@150 750以上

460 350 200 φ50 40 8-M36 (A34) 155 590 660～840 24-D19 20-D22 16-D25 D13@150 750以上

450 360 - φ42 28 4-M30 (A23) 135 580 670～750 16-D19 12-D22 12-D25 D13@100 750以上

460 360 - φ50 32 4-M36 (A33) 155 540 680～840 20-D19 16-D22 16-D25 D13@100 700以上

490 400 270 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 700～840 20-D19 20-D22 16-D25 D13@100 750以上

500 400 250 φ50 40 8-M36 (A35) 155 690 710～980 - 20-D22 16-D25 D13@100 850以上

550 420 250 φ58 50 8-M42 (A43) 175 680 760～1070 - 24-D22 20-D25 D13@100 850以上

500 410 - φ42 28 4-M30 (A23) 135 580 720～840 20-D19 16-D22 12-D25 D13@100 750以上

550 460 330 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 760～1000 28-D19 24-D22 20-D25 D13@100 750以上

570 470 320 φ50 40 8-M36 (A35) 155 690 780～1070 - 24-D22 20-D25 D13@100 850以上

590 480 310 φ58 45 8-M42 (A43) 175 680 810～1160 28-D22 24-D25 20-D29 D13@100 850以上

630 500 310 φ66 55 8-M48 (A52) 195 720 910～1240 32-D22 28-D25 24-D29 D13@100 900以上

630 500 310 φ66 70 8-M48 (A52) 195 720 910～1240 32-D22 28-D25 24-D29 D13@100 900以上

570 470 - φ50 32 4-M36 (A35) 155 690 800～920 24-D19 20-D22 16-D25 D13@100 850以上

600 510 380 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 810～1000 28-D19 24-D22 24-D25 D13@100 750以上

620 520 370 φ50 40 8-M36 (A35) 155 690 840～1120 28-D22 20-D25 20-D29 D13@100 850以上

640 530 360 φ58 45 8-M42 (A44) 175 780 860～1230 32-D22 24-D25 20-D29 D13@100 950以上

680 550 360 φ66 55 8-M48 (A53) 195 820 940～1260 36-D22 28-D25 24-D29 D13@100 1000以上

810 620 430 φ66 70 8-M48 (A53) 195 820 1060～1260 - 36-D25 32-D29 D13@100 1000以上

620 520 - φ50 32 4-M36 (A35) 155 690 850～980 28-D19 20-D22 16-D25 D13@100 850以上

650 560 430 φ42 36 8-M30 (A23) 135 580 870～1110 28-D22 24-D25 24-D29 D13@100 750以上

670 570 420 φ50 40 8-M36 (A35) 155 690 890～1160 28-D22 24-D25 20-D29 D13@100 850以上

690 580 410 φ58 45 8-M42 (A44) 175 780 910～1240 32-D22 28-D25 20-D29 D13@100 950以上

730 600 410 φ66 55 8-M48 (A53) 195 820 960～1260 32-D25 28-D29 24-D32 D13@100 1000以上

730 600 410 φ66 80 12-M48 (A52) 205 720 1020～1260 36-D25 32-D29 28-D32 D13@100 900以上

720 620 470 φ50 40 8-M36 (A35) 155 690 940～1240 32-D22 28-D25 24-D29 D13@100 850以上

740 630 460 φ58 45 8-M42 (A44) 175 780 970～1260 28-D25 24-D29 20-D32 D13@100 950以上

800 660 430 φ70 55 8-M52 (A62) 235 850 1050～1260 40-D25 32-D29 28-D32 D13@100 1050以上

870 680 420 φ80 65 8-M60 (A82) 255 950 1140～1260 44-D25 36-D29 28-D32 D13@100 1150以上

960 760 500 φ80 80 8-M60 (A82) 255 950 1280～1790 52-D25 40-D29 36-D32 D16@100 1150以上

960 690 410 φ88 90 8-M68 (AA2) 275 1050 1310～1730 48-D25 40-D29 32-D32 D16@100 1300以上

790 680 510 φ58 45 8-M42 (A44) 175 780 1040～1260 40-D22 32-D25 28-D29 D13@100 950以上

830 700 510 φ66 50 8-M48 (A53) 195 820 1090～1260 40-D25 32-D29 28-D32 D13@100 1000以上

φ880 730 490 φ74 60 8-M56 (A72) 245 900 1150～1260 - 36-D29 28-D32 D13@100 1100以上

920 750 480 φ84 70 8-M64 (A91) 265 900 1280～1740 48-D25 40-D29 36-D32 D16@100 1100以上

1010 810 550 φ80 80 8-M60 (A82) 255 950 1360～1790 52-D25 40-D29 36-D32 D16@100 1150以上

980 740 460 φ88 90 8-M68 (AA1) 275 950 1350～1740 52-D25 44-D29 36-D32 D16@100 1200以上

2023年11月作成

一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

鋼管サイズ（mm）
適用柱サイズ（mm）

※柱材は、指定JIS規格品または
大臣認定品とする。

C2（mm） dh（mm） t（mm）D（mm） C1（mm） Lu（mm） La（mm） bc（最小～最大）（mm） Lx（mm）

最低H寸法（mm）
※杭基礎の場合は

（最低H寸法+杭出寸法）

(東京支店) TEL 03-3433-0844
FAX 03-3433-0847

KS
N.S
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ISベース（SHタイプ）柱脚工法設計・施工標準図（同等品）(2)
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DGコラム工法　特記仕様書
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杭伏図

名木野小学校長寿命化改良工事

▽
既存校舎柱芯

設計地耐力：長期 100kN/㎡
設計基準強度：1000kN/㎡

74本

：柱状改良600φ位置を示す

基礎下
改良径：600φ
改良長さ：L=7.45m

工法：DGコラム工法

設計地耐力：長期 100kN/㎡
設計基準強度：1000kN/㎡

：柱状改良600φ位置を示す

改良径：600φ
改良長さ：L=7.07m 33本

設計地耐力：長期 8kN/㎡
設計基準強度：1000kN/㎡

56本

：柱状改良500φ位置を示す

土間下
改良径：500φ
改良長さ：L=8.42m

設計地耐力：長期 8kN/㎡
設計基準強度：1000kN/㎡

：柱状改良500φ位置を示す

改良径：500φ
改良長さ：L=7.07m 12本
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：柱状改良500φ位置を示す

基礎下(渡り廊下B）
改良径：500φ
改良長さ：L=6.925m
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基礎伏図

名木野小学校長寿命化改良工事
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土間コンクリート　Ｆc=21N/mm   
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名木野小学校長寿命化改良工事
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□-125x125x6

B.PL-22

C1・C1a

使用部材

形状

記号

A.BOLT　2-M22

C2

M

BOLT 1-M12

RG1

水平ブレース V

C-75x45x15x2.3

（SNR490B） 

C-120x60x20x2.3上・下弦材：□-125x125x6.0

ラチス材：□-100x100x4.5

BOLT5-M16G.PL-9

RG2

G.PL-4.5

M16

壁ブレース

BOLT 1-M22

羽子板PL-9

B.S PL-9

羽子板PL-6

B.S PL-6

BOLT 1-M16(10.9) (10.9)

M22

M16

55

BOLT 1-M12

胴縁

@606以内

C-100x50x20x2.3

上・下弦材：Ｈ-125ｘ125ｘ6.5ｘ9

STKR400
SS400

※1：特記なき限り、鋼板はSS400とする。　2：特記なき限り、アンカーボルトはSNR490Bとする。　　3：柱の小口塞ぎはPL-3.2　　4：特記なき限り、G.PL溶接サイズは鉄骨標準詳細要領による。

（アンカー以外のボルト）

鉄　　骨

スプリングワッシャー（1枚）

中ボルト　戻リ止メ付

使　用　材　料

SSC400

STKR400

強度区分　4.8

平ワッシャー（2枚）

BOLT         10.9（支圧接合）

SNR400B

SS400

SN400B

G.PL溶接サイズ：9ｍｍ

ラチス材：□P-75ｘ75ｘ3.2

G.PL溶接サイズ：6ｍｍ

（SS400） 

C3・C3a

束材：□-100x100x4.5
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BOLT4-M16G.PL-6

WG

BOLT 2-M16

C-120x60x20x2.3

G.PL-4.5

M22

75

校舎棟　部材リスト

カラーガルバリウム鋼板折版葺

t=1.0　h=162

A.BOLT　2-M22（SNR490B）

B.PL-22（SS400）

ベースプレート詳細図
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使用部材

形状

記号

M12

壁ブレース（渡り廊下A）

BOLT 2-M12

羽子板PL-6

B.S PL-6

羽子板PL-6

B.S PL-4.5

BOLT 1-M12(10.9) (10.9)

M16

※1：特記なき限り、鋼板はSS400とする。　2：特記なき限り、アンカーボルトはSNR490Bとする。　　3：柱の小口塞ぎはPL-3.2　　4：特記なき限り、G.PL溶接サイズは鉄骨標準詳細要領による。

（アンカー以外のボルト）

鉄　　骨

スプリングワッシャー（1枚）

中ボルト　戻リ止メ付

使　用　材　料

SSC400

STKR400

強度区分　4.8

平ワッシャー（2枚）

BOLT         10.9（支圧接合）

SNR400B

SS400

SN400B

渡り廊下A　部材リスト

カラーガルバリウム鋼板折版葺

t=0.6　h=131

ベースプレート詳細図

屋根材

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

使用部材

形状

記号

A1 1:50

A3 1:100
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